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1 は じめに
本稿 の 目的は､ポー ラン ドが第二次世界大戦後 ソ連艦に組み込 まれていた時代 に､パ リ亡命出版社
のイ ンステ ィテュー ト リテラツキ (InstytutLJteraCkl)が発行する文芸誌 rクル トゥーラ (Kul〟ra)j
の誌上で､ カテ ィンの森事件が どのように語 られて きたか を分析するものである｡
カテ ィンの森事件 とは､第二次世界大戦中の1940年､ ロシア国内スモ レンス ク近辺の森でポーラン
ド人将校､着官等約4400人が ソ連の内務人民委月部 (NKVD)によって銑殺 された事件であるO カテ ィ
ンの森事件は､ポーラ ン ド現代 史に とってワル シャワ蜂起 と並ぶ悲劇の記憶 であ り, またソ連支配下
での歴史の空 白で もあったZ｡
本格はポーランド ヤギェウウ寸大学歴史学部で2008年に軌範した修士論文 ｢インスティチュート リテラノキuJ.版におけ
るカティンの森恥件研究-バリ.1947畔から1989年をq]心にして- 〔SprawakatynskarLalamachhstytutuLlteraCk)egow
Paryzu1947-1989)｣の一部を邦訳､加班 播正Lたものである0
1939年9月1日にドイy群のポーランド佼攻により節二次性外大戦が勃発し､そして9月17El､東からソ連FLが攻めてきた
ことによりポーランドは2つのEl)によって分割されることになった｡ポーランド東部では､武装解除され7LJポーランド3rLや民
RIj人がソ連禅の捕虜にfJ.り弘制収容所へと送られt.:｡そのうち､将校､畢官等は3つの収容所.コジェルスク(ロシ7)､オ
スタシュコ7(ロ-/7)､スタロビエルスク(ウクライナ)に送られ､1940年春頃に射殺されたOそして,1941年6月22日に蝕
ノ戦勃発､ノ漣に佼攻したドイツiFiはカティンの森付近で4003人以上のポーランド3T乙将校らの退体を発見し,1943年4月13日
にドイノによってZl叩Fが公表され､ソ連がfB殺したものとして非稚したが､それに対しソ辿はドイノの王張に反論し,ドイツ
の仕桑だと王張した.絶後､戦勝B]となったソ逆はカティ/の謙抑牛に関して告発されることもなく､共産三森政権Iか日義まで
ドイノの非とされてきたO西Wgo諸国も冷載下でノ連を刺赦させないt.:めに配膳し.壬て相解明に向けてfl.体的に動き出すことは
なかった｡そして.L9∈X)年4月にポーランドのヤルゼルスキ大総孤がモスクワに赴きゴルバチョフ大統領と会談した際に.ソ
連脚は初めて公式にこの都賀をT-認めた｡しかL205年3月5El.ポ詣閑の外交関係が悪化する中で.ロン7連邦澱拓WL三JL検軒
庁はカティンの森串件に1咽する資料等の公I鞘を打ち切り､そして11日には,カティ/の森itf件はジェノサイドではないとの見
解を示した.2α)8年2月には.ポーランド石和トナスクと-LiIJロシア大紋節プ-ナンとの閥でカティ/IjL件はスターリンの犯非
であると詑l,&されたOポ-ランド国内では2CKl7年11月14日にセイムで4月13Elをカティ/の蘇可印r-桟#_者追憶のE]とする決議
が可決された0
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第二次世界大戦後は､ポーランドがソ連圏に組み込まれたため､ポーランド国内でカティンの森事
件を口にすることができない状況にあった｡そのような中､戦後多数の亡命者が身を寄せた都市の一
つであるパリでは､ポーランド人亡命者が中心となった出版社のインスティチュート･リテラツキ
(InstytutLJteraCkl)が,カティンの森事件を頼繁に取り上げるひとつのセンターになっていた｡その
活動の中心に､文芸誌 rタルトウーラ｣があった｡rクルトウーラJは､文芸誌ではあるが､政治､社
会に関する等文､エッセイも数多く取り上げており､在外ポーランド知識人､文化人の学際的な篇境
であっただけでなく､ソ連支配体制に対する抵抗のシンボルでもあった｡このような性格を持つ雑誌
の誌上で､隠されたソ連の残虐な行為を暴こうとする活動が盛んに行われたのは､当然の成り行きで
あったといえる｡さらには､rタル トウーラJの福娘者の一人である､ユゼ7 ･チャブスキ(J6Zef
Czapski)､そしてロンドンから rタルトウ-ラ｣へ投届していたスタニスワフ･シフイアニエピッチ
(StanlSIawSwlanJeWICZ)は､カティン事件の虐殺から奇跡的に免れた人物であったことを忘れてはな
らない｡彼ら二人の証言,またドイツの調査委月会やポーランド赤十字から発掘調査作業に関わった
者たちの回顧録等は､事件の詳細を知り得る戟重な歴史資料であり､rクJレトウ-ラJはカティン邸件
研究において､さらにそれを人々に広めるうえで非常に韮要な位'Eを占めていたと言える｡
なお､同じインスティチュート･リテラツキ出版から､1962年より rゼシュティ･ヒストリチュネ
(ZeszyLyHISEorycz71e)Jという歴史をテーマに扱った学術雑誌が出版されている｡これは､ポーラン
ド人歴史研究家たちが､亡命先で検閲の介入なく自由に討論できる鳩を授供するというEI的で刊行さ
れた雑誌である｡この rゼシュティ.ヒストリチュネ｣でカティン事件に関する学術的な研究が沢山
なされてきたにも関わらず,本箱では文芸雑誌である rタル トゥ-ラJに絞って分析した理由は2点
ある｡1点馴ま､インスティチュート リテラツキ出版の創始者であるイエジ･ギエ ドロイツ (Jerzy
Gledroyc)の人脈を使い､著名な歴史家､文学者､作家,帝人等に寄稿を依頼している点で､rタル
トウ-ラJが文芸誌でありながら学際的な論境としての役臥 ポーランド国民のオピニオンリーダ-
的役割も果たしていたところにある｡そして2点目は､多数ある亡命系雑誌のうち､特に rタルトウー
ラJが共産主兼体制から文化的､政治的に独立した､つまりソ連の影響を受けない姿勢を強く示して
おり､唯一定期的に､また大丑にポーランド国内に持ち込まれた西側の反体制雑誌であることである｡
共産主我体制下のポーランド国内で rタル トウ-ラjを読むこと自体､反体制の意思を示すことでも
あり､執筆者たちはある程度そうした読者を念頭に置いて執隼していた｡つまり.rタルトウ-ラ｣が
カティンの森串件を取り上げること自体､すでに大きな反体制活動であり､ポーランド国内の世等形
成に大きな影響を与えたといえる｡
本箱ではまず､1943年から1989年にかけて世界各地で出版された､カティンの森串件の研究をサー
ベイした｡次に､1947年の初刊から1989年までの lクルトウーラ｣全てに日を通し.カティンの森串
件及び近いテーマの記事をピックアップした｡そしてそれを5つのカテゴリーに分け､年代順に並び
替えて.その内容を分析した｡これまで､rタルトゥーラJの雑誌自体を分析している研究､濡掛 二間
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わった人物に関する文献は数多く出版されているが､カティン事件関連研究.エノセィ､資料等だけ
を抜粋して分析しているものは皆無である｡そして最後に､rクルトウ-ラ｣が戟後の現代史研究でど
のような役割を果たしたか､またその中でカティンの森事件がどのように語られてきたかを考察し､
ポーランド国内の (おもに地下出版による)研究との違いを明らかにしていきたい｡
カティンの森事件は､事件から約70年経つにもかかわらず､ポーランドとロシアとの間で未だ決着
していないO現在､ロシア側が何も語ろうとしないことで､解決-の道も閉ざされてしまっている状
態である｡現代史の中でのカティン事件の位置付けを明らかにし､両国間の歴史認識のすり合わせを
行うことは､今後2国間の､また言い換えれば悲劇的な歴史を共有する隣国同士の関係を未来に向け
て再構築していく上で､避けて通ることのできないプロセスである｡本稿は､そうしたプロセスの一
端を担うものでもある｡
2 1943年から1989年にかけてのカティンの森事件に関する主な先行研究
まず､(1)英語で出版された文献､(2)亡命先で出版された文献､(3)地下出版､(4)そしてポーランド国
内での正式出版の項目に分けて､それぞれの項日ごとに主要文献をサ-ヘイする｡
(1)1943年にドイツで出版された rカティンにおける大鼓虐殺に関する公式資料｣(MaterLal.L1943J)
がカティン事件に関する滋初の文献である｡しかしながら､これは事件発光後すぐドイツがプロパガ
ンダを目的として出版したものなので､学術的な文献とは言えないO英語での文献で殻もよく知られ
ているのは､1962年にロンドンで出版されたヤヌシュ･ザポドニー(JanuszKZawodny)箸の ｢カティ
ンの森の夜と轟 第二次世界大戦をめぐる大虐殺部件の共相記録｣(Zawodny,r19621)である｡著者
は第二次世界大戦中､国内軍の一月としてワルシャワ蜂起にも参加し､現在はアメリカに住み､政治
学､国際関係学を専門として教鞭を執っているoこの本で著者は､当時のポーランド人将校たちの取
り巻く背景､虐殺の要因､そして事件発光後の調査等を記すことで､彼らの運命をたどっている｡さ
らに､著者はカティンの森事件の目撃者､関わった人たちへのインタビューも試みている｡1970年代
には､イギリス人作家のルイス･フイソツギボン(LoutsFltZGlbbon)のカティンの森事件を題材に扱っ
た文献が何冊か出版されている (FltZGlbbon.11971日1975日1977aH1977bl)｡そして､1991年にニュー
ヨークで出版されたアレン･バウル(AlenPaul)著 ｢カティン 知られていないスターリンによるポー
ランド人の虐殺｣(Paul.r1991I)では､3つの家族に焦点を当て､戦争勃発から､カティン事件で家族
を失い､そして1990年代初頭までの家族の歴史が描かれている｡2006年にはポーランド語版が出版さ
れた(PauL[20061)0
(2)亡命先で出版された文献では,亡命先つまり多くはイギリス､アメリカ､フランスで出版された
文献があるOまず､1948年にロンドンで出された rカティン申件の記録一序牽 ヴワデイスワフ ア
ンデルスよりJ(Anonym.L194引)は､ポーランド語で省かれた文献の中で一番古く､そして当時の事
件に関わる資料や記緑を狭めたものとしてri-重な文献であることで知られている｡そして､1949年に､
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アダム･モシンスキ(AdamMoszyhskl)による rカティンのリス トー ソビエト ロシアで行方不明に
なったコジェリスク､スタロビエルスク､オスタシュコフの捕虜たち｣(Moszyhskl.1949)がロンド
ンで出版されている｡この文献は主に､3つの収容所で捕虜であったポーランド人たちの名前､生年
月日､敬業等が記されているOコジェルスク収容所は約5200人､オスタシュコフ収容所は約1300人､ス
タロビエルスク収容所は約3000人の名前が記載されている｡他には,1974年出版でプロニスワフ･ムイ
ナ)i,スキ(BronlStaWMIynarskl)による彼自身の回顧録である rソ連の捕虜にて｣(MIynarskl.[1974])
や､1982年にプリュソセ/レで出版のアレクサンドラ･タフイアトフスカ=ヴイアトゥ(Aleksandra
KwlatOWSka-Vlatteau)による r194011943 カティン｣(KwLatOWSka-VLatteau.【19821)があるOここ
ではいくつかの文献しか紹介していないが､他にも数多くのカティン事件に関する文献が出版されて
おり,このことは西側諸国で多くの人々がカティン事件に関心を示していたことを表していると同時
に､ポーランド国内と遠い事件について自由に口にすることができたということを明らかにしている｡
(3)地下出版もカティン研究では重要な役割を果たした｡当時､ポーランド国内では検閲が削こあり､
特に1980年代には地下出版の形が取られた｡反故軌 二村する取締りが厳しい中で､特にカティン事件
に関しては当時タブーであったため.歴史家､作家等の人々が違法な方法で出版し続けた｡1980年に
は､カティンの虐殺40周年として､イエジ･ウオイェク(JerzyLoJek)による rカティン事件｣(LoJek.
[1980)､ユゼフ･チャブスキによる r非人間的な地で｣(Czapski.[1984日1985日1986】)が出版されて
いる｡
(4)iR後に､E]内での正式出版物をいくつか挙げた｡検閲を突破して正式に出版されていることもあ
り､ソ連に都合の良いように解釈された文献もある｡1945年には､クラクフの情報宣伝局によって ｢カ
ティンの失笑｣が出版された(WoJew6dzklUrzadTnformacJlIPropagandywKrakow】e.【1945】).こ
の文献では.カティン事件は1941年秋にドイツが行った犯行だと記載されている｡1952年には､ボレ
スワ7･ヴイナノキ(BoLeslawW6JcICkl)の rカティンの先夫Jが出ており､これも同様に犯行はドイ
ツによるものだと沓かれている(W6JcICkl.【1952J)Oさらに1989年には,アンジェイ レシェック･シュ
チェシニアク(Szcz由nlak.ArldrzeJLeszek)によって3冊の文献が出版されている (Szcz由nlak.
【1989aH1989bl.【1989C1)｡これらの3冊では､邸件はソ連によるものだと主張されている｡
3 パリ亡命出版社 ･インスティチュー ト･リテラツキ(1nstytutLIteraCkl)
インスティチュー ト･リテラツキ出版は､1946年2月にローマでイエジ ギエ ドロイツ(Jerzy
Gledroyc)の主導の下で設立され､1947年にはパリのメゾン･ラフイツテ(MaLSOnS-Lafltte)に移った｡
ギエドロイツらは､パリは世界的な文化の中心地だと考え､ロンドンー当時ポーランド亡命牧村があ
りすでに各地からの亡命先となっており文化権関も数多く設立されていた-ではなくパリを選んだの
である｡
1947年から月刊誌 rク)I,トゥーラJが出版されたO共産主菜時代のポーランドでは､出版への検閲
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が厳しく言論も統制されていたorタルトウ-ラ｣は戦後のポーランド人亡命者たちにとって､共産主
義国ポーランドに対し文化的､政治的な見解を示すことのできる数少ない場のひとつであった｡この
雑誌は､ポーランド人だけではなく､ウクライナ人､ユダヤ人､リトアニア人､ドイツ人など､ポー
ランド文化に賛同を示す人々皆によって読まれたと言われている｡さらに､フランスに在住するポー
ランド人だけではなく､ロンドン､西 ドイツ (当時)など様々な所から rクルトウーラ｣へ投稿され
ているのも一つの特徴である｡
出版当初､rクルトウ-ラJは文化的､そして文学的な題材を扱った記事がほとんどで､政治的な記
事は少なかったoギエドロイソの当初の目的は､rクルトウ-ラlを通してポーランド文学や文化を世
界に広めることであった｡そのために､ギエ ドロイソは自ら作家や詩人へ執筆を依頼L rクルトゥー
ラJに相戦している.例えば､1951年にフランスへ亡命し､1980年にノーベル文学鉱を受光したチェ
スワフ ミウオシュは､ギエ ドロイツの良き理解者そして協力者となり､数多くのエッセイや詩を rク
ルトウーラJに投稿している｡そして､20世紀で位も傑出したポーランド人作家であるダスタフ･ヘ
ルリング･グルジンスキ(GustawHerl1ng-GrudzILISkl)ち,インスティチュート リテラツキ出版設立
当時からギエドロイソの編集活動に協力をしているOグルジンスキは19LIO年に地下活動に従事してい
たとしてNKVDに逮捕されソ連の強制労働収容所で過ごした経験があるO
編集長であるギエ ドロイソが政治､特に東側での問題に対する西側の見解に興味を持ち始め､それ
が徐々に編集者たちや投稿者たちに影響を与えた｡元々､ギエドロイソは束ヨーロッパ地域に興味を
持っており､ポーランドが文化的､政治的に独立し､民主化されるためにはウクライナ､リトアニア､
ベラルーシとの戦後の国境､民族間題の解決 (いわゆるULB問題)が必要不可欠だとしていた(Lazarl.
[2007】)Oその考え方に賛同したのは､ギエ ドロイソの位も重要な協力者のうちの一人であるユリウ
シュ ･ミエロシェフスキ(JuluSZMlerOSZeWSkl)だった｡ミエロシェフスキは記者であり､時事評論
家でもあった｡主に現代政治に関する記事を1949年から投稿し続けた｡そしてポーランドを解放へと
導く上でULB関越の重要性を rクルトウーラ｣で訴えていた｡
1950年代から ｢タルトゥ-ラ｣は政治的な要素を含むようになった｡例えば､1956年6月のポズナ
ンでの労働者による暴動､そしてその後ソ連の影響を受けず自主的な路線で政策を推し進めようとし
たヴワデイスワフ･ゴムウカ政権を､｢タルトゥ-ラ｣は政治的に支持している｡ギエドロイツらの一
番の活動は､rクルトウ-ラJをポーランド国内へ送付する試みを行ったことだったDさらに､1968年
の3月事件等による亡命者を援助し､そして､1970､1980年代に起きたストライキが共産主義からポー
ランドを解放するとの期待を抱き､rタルトウーラ｣を送ることによって国内のインテリたちへの支援
を強めていった｡これらの活動から､rクルトゥ-ラ｣は徐々に亡命先における文化､政治的な横間と
しての地位を高めていった｡他にも､亡命国で様々な雑誌が出されているが､rクルトゥーラ｣以上に
反共産主尭派を支援することに興味を示さず,rタルトウーラJとは反対に国内へ雑誌を送り込むこと
に対して横極的ではなかったoもちろん,地下出版を通して出版物は国内へ浸透していったが､rクル
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トウーラjほど社会へ与える影響は大きくなかった｡西側諸国でのギエドロイツの外交的イニシアチ
ブは､共産主兼圏内で社会が徐々に変化していく中で重要な役割を果たし､それはノーベルrfを受光
したチェスワフ･ミウオシュヤレフ･ワレサの活動と同様に､共産主義社会に大きな影響を与えた｡
rタルトゥーラJIはこのようにして､西側諸国における主要な東ヨーロッパの亡命雑誌としての地位
を急速に高めていくとともに､東西対立の時代における自らの反共産主義という姿勢を明確にして
いった｡また同時に､ポ-ランド人亡命者自身がポーランド人としての7イデンティティを表明する
役割も担うようになった｡rタルトウ-ラJは､イエジ･ギエドロイツが亡くなる2000年まで刊行され
た｡現在では､rタルトウーラjは共産主義下のポ-ランドおよび近隣諸国の動向を知ることができる
重要な資料となっている｡
他にインスティチュート リテラツキ出版における代表的な出版物として､1953年から､rビブリオ
テカ ･クルトウ-リー(BtbL10(ehoKLlhLry)｣シリーズが､そして1962年から､rゼシュティ ヒスト
リチュネ(ZeszyLyHISLoryczlte)Jという季刊誌が刊行され､これは現在も続いている｡
現在､インスティチュー ト･リテラツキ出版は､イエジ･ギエ ドロイソの弟のヘンリク･ギエドロ
イツ(rlenrykGledroyc)の下で,バリに住むポーランド人たちとともに出版活動､運営を続けている｡
しかしながら､1989年の非共産党政椎の誕生,および1991年のソ連崩壊以降は.上記の役割を終え､新
しい展望を持って活動していることは言うまでもない｡
4 rクルトウーラJにおけるカティンの森事件-1947年から1989年
rタルトゥーラJは1947年から1989年にかけて507冊出版された｡その中からカティン事件に関する
記串を34本見つけることができた｡さらにそれを､(11一般向けの記事､(2)学術論文､(3)文学的作品､(4)
沓評､(5)声明 ･読者からの手紙と､ 5つのテーマに分類した｡各項目では､まず年代ごとにどのよう
な記歩があるか簡潔に紹介し､次にそれぞれの記事の内容を検討する｡
(l)一般向けの記事
1940年代では､2つの記事を見つけることができた (Krzernuski.119491.KomarnlCkiL19481)｡どち
らもニユ)レンベルグ国際軍事裁判を題材にした記事であるが.その中でカティン事件の記述がいくつ
か見られた｡1945年日月から翌年10月まで開かれたこの裁判では､主にドイツが戦争犯罪で敷かれた｡
カティン事件に関しては.ソ連が ドイツの犯行であると告発したが､イギリスもアメリカもこの告発
に対しては支持をせず､結局裁判でこの事件が扱われることはなかった｡一つ目の記事の筆者は.ち
しこの裁判の結果の根拠を究明すると､ソ連の政治におけるボルシェビキ党､つまりNKVDが犯罪組
銘であったことが明らかであると述べている｡二つ巨の記事の筆者は､カティン事件については確か
に共相を明らかにすべきと述べ､そしてこの犠牲者は罪人という身分のため追い詰められソ連の捕虜
となった者たちであるが,全体的に見て犠牲者の大部分は罪の捕虜たちではなく住民なのだと強調し
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ている｡さらに､ポーランドは第二次世界大戦中で特にドイツの侵攻により犠牲者の数が一番多い国
で､強制収容所で殺された人々の数は700万にもなるが､これについてはニュルンベルグ裁判では追及
されていないと強く非難している｡
1970年は,カティンの森事件30周年であり.それに開通 した記事が載せられている(KIClhsk】.
[1970])Oアルゼンチン在住の筆者は､rタルトゥ-ラ｣の編集長イエソ･ギエ ドロイソと交友があり､
カティン事件30周年の追悼として記事の掲範を依輯したo筆者はポーランド国内ではカティン事件を
口にすることはできないが､誰の犯行であるかは周知であると述べている｡
そして､1978年の rクル トウーラJには匿名ではあるが興味深い記事を見つけることができた
(Anony肌r1978】)Oあるカトビノツェのポーランド文学学会で､作家であるアンジェイ･ブラウンが､
ポーランド国内での検閲の厳しさ､特にカティン事件に関する陳述への検閲について述べている｡ワ
ルシャワのUSIA (UnltedStateslnrormat10nAgency)の通信員､ロン ペンシュタインがこのブラ
ウン氏の発表に興味を持ち､アメリカ当局へ屯報を打ったOそれに対し､ポーランド局のボイス ･オ
ブ･アメリカはこのペンシュタイン氏の'riK報をいち早く調べ､その中の､｢ソ連によって1940年に虐殺
は行われた｣という記述を削除した｡この一連の出来事を､ワシントン･ポストのジャノク･アンデ
ルソンが記事にしたOボイス ･オブ ･アメリカのポーランド局長代理のフェリyクス ･プロニッキは
ペンシュタインの報告がアメリカとソ連の政治的な相互関係に危害を及ほす可能性を感じ､ソ連に
とって都合の悪い記述を削除するという行動に出たのであった｡当時､共産王森下の国々と遠い,言
論の自由を有するアメリカでこのような検閲が起こりえたのは､ソ連に対する政治的な配慮からだと
思われる｡
(2)学術論文
このカテゴリーでは､筆者の体験や記録が中心となっている｡1955年5月号では､1940年当時ポー
ランド赤十字社の秘怨であったカジミエシュ･スカルジンスキ(KazlmlerZSkarzyflSkl)が1943年の6
月にドイツ等の指揮下でカティンの森に赴き､その時の印象を沓き記している (Skarzyhskl,[1951】).
ポーランド赤十字社は当時,ポーランド総督肘の中で唯一ポーランドによる主権が認められていた組
織であった｡事件発光後､ ドイツ罪の命令でポーランド赤十字社の中から代表で何人かが､ロンドン
亡命政府には内密でカティンの森-調査に行ったCスカルジンスキはまずスモレンスクに行き､それ
からグニェズドヴオ駅から数キロ西へ行ったところにある発掘現場へ赴き､そこで,週休や将校たち
が持っていた身分証明苔や手樵等を調査した｡遺体の状態や手紙の日付等を見て､虐掛ま1940年春頃
に行われたと彼は確信したのであったO守皮の調査結果はポーランド亡命政肘や連合国にとって価値の
あるものであったが､ドイツはこの報告啓をプロパガンダに利用し､そして連合国とソ連との衝突を
期待した｡しかし､スカルジンスキはドイツに協力することを拒否し､さらに戟後､共産主義者の下
で成立した挙国一致臨時政府(TymczasowyRzaydJedno畠cINarodoweJ)との協力にも応じなかった｡
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1946年5月にロンドンへ亡命した｡そして､その報告杏はポーランド亡命政府に､つまり西側諸国に
提出された｡
1970年5月にヴワデイスワ7.アンデルス(WladyslawAnders)将軍が亡くなり､彼を追悼した特
別号が出版された｡その特別号でアンデルス将軍のインタビュー記事が掲載された (SlemaSZko.
L1970】)Oインタビューは1967年7月に行われており､この中でアンデルス将軍はカティン事件に関わ
るポーランド人将校について興味深いことを語っている｡1939年9月の時点で1万人以上の将校たち
がソ連軍の捕虜となり､3つの収容所に送られたのは周知の事実であるO後にアンデルス将軍が知っ
たことなのだが､ソ連罪はポーランド人将校に対して戦争が終わった後どこに行きたいかというアン
ケ-トを行ったというのである｡選択肢は3つあり､そのうちの一つを選ぶのだが､1つ目は ｢ポー
ランドへ帰る｣.2つ目は ｢中立国へ行く｣､そして3つE=ま｢ソ連に留まる｣であったO将校の大部
分は2つ目の ｢中立国へ行く｣を選んだそうであるo数少ない将校が ｢ソ連に留まる｣を選び､そし
て彼らはモスクワのルビヤンがへ送られたのだった｡つまり､3つ目を選んだ者たちは虐殺から免れ
たということである｡
1989年には､国際法におけるカティン事件に対する国の安任についての記事が沓かれている
(Marek,r1989】)｡雛者はカティン事件におけるソ連の安住とは何か､そしてそのff任からとのような
影響が及ぶかを分析しているoニュルンベルグ裁判では扱われることはなかったが､ソ連の国際的な
fi任は権限のある裁判を過して審理される必要があるO筆者は､カティン事件におけるポーラン側の
行動としては懲罰を与え､婚約を得る以外に要求するものはないと結論付けているOこの記事が掲載
された1989年には､まだこの種の批争犯罪を裁く常設の国際司法権関はなかったが､1998年に国際刑
部裁判所が設'TBされたので､カティン事件が今後国際的な場で審議されソ連の戦争犯罪が追及される
ことになるかもしれない｡
上述の記事と同じ号に､1939年9月にスタロピエスルク収容所にいた元兵士の回顧録が掲載されて
いる (Grela.L1989】)｡筆者は1939年8月に兵卒として徴兵され､ドイツ罪侵攻の際に戦闘に参加し､そ
してドイツとソ連との国境近くでソ連軍の捕虜となり､スタロビエルスク収容所へ送られたO収容所
での日々の生活を綴っている.収容所には筆者のような兵卒だけではなく､将校や督察官もいたが､一
時､ソ連軍人が兵卒たちだけに政治に関する講義を行ったりしていた｡兵卒たちにはいつか解放され
ると話していたのに対し､将校や昔察官たちへは死ぬまで働かせるという言動を耳にしたと筆者は思
い起こしているo さらに､繁者はソ連兵によるポーランド人将校の処刑を目にしたという｡これはfi-
重な証言だと言える｡2週間のスタロビエルスクでの滞在の後､収容所を出て西に移動することにな
り､その際に見張りの隙を見て列車から脱出したのであった｡
～NKVD.後の ノ逆臣1軟保Ii<h委ii会KGB本部がある地とJoそこには刑席所もある｡
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(3) 文学的作品
このカテゴリ-では､ユゼ7･チャブスキ(J6ZefCzapskl)氏の沓いた記事がいくつかある｡チャブ
スキは1939年9月にソ連軍の捕虜となりスタロビェルスク収容所-送られたが､奇跡的に銃殺刑を免
れたOそして,1941年7月のソ連=ポーランド協定により解放され､その後､アンデルス将軍指揮下
の在ソ=ポーランド人部隊に入り,行方の分からないポーランド人将校たちの捜索に携わっていた｡ま
ず一つ目は1956年4月号である (Czapskl119561)｡フルシチョフのスターリン批判から2ケ月後であ
り,ポーランドは文化､社会､政治において ｢雪解け｣の時期を迎えていたOその最中でチャブスキ
は､ソ連の中でカティン事件の真相の解明をいち早くすべきだと強く主張し､さらにカティンという
名前は将校虐殺の悲劇のシンボルであり､コジェルスク収容所以外の2つ収容所から行方の分からな
くなった将校たちをいち早く捜索すべきだと述べている4｡実際､1990年にゴルバチョフが公式に罪を
認めるまで､ソ連が真相を語ることはなかった｡二つ目は､1962年であり､チャブスキ自身が ｢非人
間的な地で｣(Czapskl,[1962】)というソ連の捕虜だった時の自身の回顧録第二版を出版した際に寄稿
した記事であった (Czapskl.r19621)｡この記事で､ソ連の作家でスターリンの死後ソ連で顕著になっ
た社会の自由化の雰囲気を反映したイリヤ ･エレンプルグの ｢雪解け｣について若干論評している50
さらに､ドイツに罪をきせたことはソ連の器用な戦略であるとしている｡チャブスキをはじめ､rクル
トゥーラJの編集者たちは､ソ連との関係修復にはソ連が過去の認識を改めることが第一条件である
と主張している｡
その他に､1965年3月号では､スタニスワフ ゴス トフスキ(StanlSlawGostowskl)が実体験をもと
に記事を番いている (Gostowskl.【19651)｡ゴストフスキ氏は大戦中ドイツ軍の捕虜であり､1943年4
月にドイツ軍の命令で軍人捕虜の代表としてカティン-赴いたO彼は当初からある一つの疑いを持っ
ていた.1942年の時点でドイツ軍によってすでに将校たちの遊休が発見されていたのにもかかわらず､
公表したのはなぜ翌年1943年4月だったのであろうか｡筆者は､ヒトラーがスターリンと連携したく､
そのためにはカティンでの遊休の発見が､今後の交渉において障害となるかもしれなかったのではな
いかと推測している.ドイツのゲノベルス宣伝相がカティンの森で約11000人の避体を発見したと公表
したとき､実際 ドイツはさらにソ連領内で殺害された多くの将校の数を知っていた｡しかし､発掘さ
れた遊休の数はかなり少なく､ドイツはソ連に全ての犠牲者に対して安住を取るべきだと考えていたO
当時オスタシュコフ収容所とスタロビエJL,スク収容所については内密にされていた｡
1976年11月に再びユゼフ･チャブスキが記事を出し､そこでイギリスのカティン慰霊碑の除耕式で
当時､まだオスタシュコフ収容所､スタロビェルスク収容所にいた将校たちの処刑現場が見つかっていない｡1991年になっ
て埋群場所が発見され､発掘作菜が始まった｡
｢'j鰍ナ｣という言柴は､ノ避 東欧諸国の歴史において1956年以降の一時期をさしており､由来はイリヤ エレンプル,グ
著のタイトルからきている｡エレ/プルグは,スター リンの韮非は共産主務者のエリー トの中で行われた別約であるとfLrい
ているが､カティンZJL件はそれとは訳なり､犠牲者の数や枕計にl瑚しては文廿が公にされていないのでスター リ/の犯罪と
いう前提で検討するのは稚しいと述べている｡
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の､イギリス政府に対して批判している (Czapskl.[1976)｡慰霊碑に ｢1940年｣を刻むことにイギリ
ス政府は牡色を示し､そして除幕式にも出席しなかったのである｡｢1940年｣を入れるということは､
イギリス仰Iが公式にソ連の犯行だと認めることになる｡冷戦により緊張が続いている中で､イギリス
はソ連に刺激を与えないためにこのような姿勢を示したのである｡何よりもソ連自体､そしてポーラ
ンド政府も慰霊碑を作ることに反対していた｡当時すでにザポドニー､フイソツギボンなどが文献を
出しカティン事件の事実を明らかにしているのに､イギリス政府はそれらの文献､そして事件の真相
を知らないはずはないと､チャブスキは強く批判している｡
(4)沓評
rタルトウ-ラJの中で一番カティン事件に関する記事が多く見られたのは昏評であった｡1940年代
には2冊の本が紹介されている｡1949年8月号では､rカティン事件の記録一序章 ヴワデイスワ7.
アンデルスよりJ(Anonym.r1948】)についてヴラガが沓評している(Wraga,t1949】)｡この本は1948
年にロンドンで出版されているが､評者は戦後まもなくにもかかわらず限りある資料を隈なく調べ､充
実した内容になっていると高く評価している｡さらに､使われた資料のほとんどは原本であり､その
おかげで調査結果を主観的に公表することを避けられたのではないかと述べているOもう11馴ま.ソ
連罪による逮捕,連行,強制労肋を趨材にした本に関する世評で､同じくヴラガが寄稿している
(Wraga.1947】)｡
1950年代では､まず ｢カティンのリス トー ソビエ ト ロシアで行方不明になったコジェルスク,ス
タロビエルスク､オスタシュコフの捕虜たちJ(Moszyhskl,r1949】)についてレビエジェフスキの杏評
がある(LebledzleWkl,(1950】)｡この本は､1949年にロンドンで出版されており,3つの収容所で殺害
された (コジェルスクで約5200人､オスタシュコフで約1300人､スタロビエルスクで約300人)ポー
ランド人将校の名前､生年月El､敬菜などを記している｡評者は､この本の情報源を高く評価してい
る｡まずは.行方不明の将校たちのリス トで､これは1941年に在ソ=ポーランド人部隊の指揮官の下
で､そしてその何年後かに在中東=ポーランド人部隊の指揮官の下でさらに詳しい資料を集め作成さ
れた｡いずれの倭関も虐殺から逃れた者たちからの情報も得ているO次に.1943年にドイツで出版さ
れた rカティンにおける大盃虐殺に関する公式資札l(MateriaL11943Ⅰ)であるが,これは事件発光直
後の調査報告であり､週休の数に関しては比較的信.1g!性があると評価している｡そして次の情報源は､
カティンの森で発掘作業に携わったポーランド人からの証言である｡
さらに､1955年には r戦争の歳月](Goete11955)についてヤシンナクの沓評がある(Jasleflczyk.
(1955])｡ゴエテルは､1943年にポーランド人で初めてカティンに行き､遺体発掘現場を見た人物であ
る｡
1960年代には､1965年ニューヨークで出版された r6時30分で止まった時間 知られていないカティ
ン事件よりJ(WLttlnL1965])についてのザモルスキの沓評 (ZamorskLL1966)と,1966年バリで発行
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された rカティンの虐殺｣(Montfort.t1966])へのチャブスキの昏許がある(Czapsk1.日966])｡後者の
本については､特にカティン事件をフランス側の視点から見た特徴を述べている｡
1970年代にはカティン事件に関する沓評はなく､1980年代に2つの番評がある｡1冊Eは r痕跡の
保全](OdoJeWSki.1984J)で､1984年にバリで出版され､1939年のソ連軍侵攻､ポーランド人移送､収
容所､そしてカティン事件について暫かれている｡沓評はプロンスキ(Brohskl.【1985】)が行っている0
2冊目は1988年にロンドンで出版された rカティンの剰 (Swlatek.r19881)で､シフイアニエピッチ
の杏評がある(SwLanleWICZ,r1989】)o著者は1950年から1956年までソ連内の収容所におり､その時に
カティン事件が囚人の中で密かに話題になっていたと番いている｡この文献の昏評を投稲したシフイ
アニエピッチは､カティン事件から奇跡的に生還している事件の生き証人の一人である｡シフイア二
エピッチは､この記事の中で西側諸国で出版されたその他のカティン事件に関する主要な文献を列挙
し､内容を短く紹介している｡
1947年から1989年までの啓評で､全ての評者は､カティン事件はソ連の犯行によるものだと述べて
いる｡つまり､西側諸国では事実を隠すことなく自由に見解を示せたということが明らかである｡
(5)声明.読者からの手紙
1964年にユゼフ ･チャブスキが抗議の手歓を出している (Czapsk】,L19641)oある本の中で､｢オス
タシュコ7,スタロビェルスク収容所の囚人たちがカティンで殺害された｣という記述があった｡チャ
ブスキ氏はこれに関し､カティンで殺害されたのはコジェルスク収容所にいた者たちであるとしてい
る｡オスタシュコ7､スタロビエルスク収容所にいた者たちがどこで殺害され､埋められたのかはそ
の当時ではまだ分かっていなかった0
1980年の5月号で社会自衛委月会の声明が出された(KomitetSamoobronySpoteczneトKOR~
l1980】)｡1980年はカティン事件40周年であるが､まだオスタシュコ7､スタロビエルスク収容所から
連れ出されて殺害された将校たちの人数､そしてその遺体がどこに埋められているかも分かっていな
い｡さらに､ソ連はまだドイツの犯行だと主張していた｡社会自衛委貝会はこの声明で､カティン事
件の異相の解明を求めただけでなく.さらには1939年9月17日以降のポーランド人市民に対するソ連
の犯罪をも明らかにするとともに,裁きを与えるべきだと要求している｡
同じ号に､事件40周年の追悼として上記とは輿なる声明も出されている｡32人のロシア人が｢カティ
ン串件を決して忘れることなく､そしていち早くソ連が罪を公式に認めることを求める｣という声明
に著名している｡
5.rクルトウーラJとカティンの森事件との関わり
(l) ユゼ7 ･チャブスキ
ユゼフ･チャブスキ (JdzefCzapskL)は､インスティチュート リテラツキ出版での編典者のうち
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の一人であるとともに画家としても知られている｡前述のとおり､第二次世界大戦が始まるとすぐに
動員され､その後ソ連軍の捕虜となりスタロビエルスク収容所へ送られた｡そして奇跡的に虐殺から
生き残り､1941年7月30日に調印されたソ連=ポーランド協定による特赦で解放された後､再び軍隊
に入り､ソ連軍によって移送されたポーランド軍将校たちの行方の捜索にあたっていた｡編集長のギ
エドロイソとは､戦時中ポーランド軍のイラク滞在中に出会い､約半世紀束の友人でもある｡戟後､パ
リに移り､ギエ ドロイツらとともにインスティチュート･リテラツキ出版を立ち上げ,亡くなる1993
年まで編集者として従事し続けた｡rクルトゥ-ラ｣-は､カティン事件に関する記事だけではなく､
様々なジャンルをテーマに寄稿している｡カティン事件に関する記事は前述の通りである｡
彼の代表作､r非人間的な地で｣(Czapskl.【19621)は､インスティチュート･リテラソキ出版によっ
て1949年に出版された｡そして､第二版は rビブリオテカ クルトウ-リー｣シリーズ76号として1962
年に出版されている｡チャブスキは､1939年9月のソ連軍侵攻によって捕虜となりスタロビエルスク
収容所へ送られたが､虐殺は免れることはできた｡この世籍は､1942年から1947年にかけて､ソ連軍
の捕虜生活､後に解放されアンデルス将軍と共に行方不明の将校たちの捜索に従事した筆者の回顧録
であるOカティン都件については全く触れず､さらに将校たちの行方の調査報告も沓かれておらず､こ
れは筆者が一ポーランド人として考え方や洞察力をふまえて､ソ連でどう過ごし､生き残ったかを語っ
ているものであるOポーランド国内では､1982年に地下で出版されている.
(2)スタニスワフ･シフイア二エピッチ
スタニスワ7･シフイア二エピッチ(StanlSlawSwlanlCWlCZ)は､峨前よりドイツとソ連の経済比較
について研究に従事し､ヴイ1)ニュスの大学で教鞭を執っていたO第二次世界大戦が勃発するとすぐ
に軍隊に召娯され戦闘に参加したが､ソ連軍の捕虜となりコジェルスク収容所へと送られた｡1940年
4月頃から､収容所にいた仲間が次々と移送されて (処刑されて)いた中,4月29日にシフイアニエ
ビノチも移送されることになったO仲間たちがカティン近くのグ二ェズドヴオ駅で列車を降り､車で
移送されていく中で､彼だけが列車に留められ処刑を免れた｡彼の研究の専門が ドイツとの関係にお
いてソ連にとって役に立つとみなされ､生き残ることができたと考えられているOその後､JL,ビャン
カそして収容所を転々とした後､チャブスキと同様､1941年7月30日に調印されたソ連=ポーランド
協定の特赦により解放され､L942年4月に解放されタイビシェフUの在ソ連ポーランド公使館で勤務
し､後にスタニスワ7.コyト(StanLSIawKot)大使と共にクイビシェフを去った.戦後はロンドン
に住み､在外研究としてインドネシア､アメリカ､カナダで再び教襟を執った｡
シフイアこエビノチと rクルトゥ-ラ｣の関係は､1948年よりギエドロイツとの手紙のやり取りか
と叩き､/r:ソ連ポー ランド公岨輔があっt_:ol935句から19901ドまでこの郎市はタイビンエフと呼ばれていたが､現在はサマー
ラという名称に変わっている｡
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ら見ることができる｡1948年2月のギエドロイソからの手歓には.シフイアニエピッチがカティン事
件を種族していること､そしてソ連の経済.政治事情に頼通していること等を挙げ,rクルトウ-ラJ
への協力､寄稿を依頼している70その後､シフイア二エビyチは亡くなる1997年まで頻う削こギエドロ
イソと手紙のやり取りをし､情報交換､論文投稿等で rクルトウーラ]運営に協力をしている｡
前述のとおり､｢タルトウーラ｣の1950年2.3月号でレビエジェフスキが rカティンのリス トー ソ
ビェ ト･ロシアで行方不明になったコジェルスク､スタロビエ)レスク､オスタシュコフの捕虜たちJ
(Moszyhskl.【19491)の沓評をしているが､これは仮名を使ってシフイア二エピッチがむいたものであ
る (LebledzleWSkl.19501)01949年12月のシフイアニエピッチからギエドロイツへの手掛 こ､｢家族の
安全のために自分の名前は-切伏せてほしい｣と記されているB.シフイアニエピッチという名前が出
てしまうと､ポーランドB]内にいる家族にソ連警察の手が伸びることを恐れたためである｡
1976年にインスティチュートJJテラツキ出版より彼の著啓である rカティンの閣｣(SwlanleWICZ,
【19761)が出版されている｡この文献では､シフイアニエピッチがソ連の捕虜であった時の回顧録､そ
して自身が見たカティン事件について沓かれている｡rタルトゥ-ラJでは､1989年にカティン事件に
関する世評を寄稿している(SwiarHeWICZ.【19891)｡
(3) rクルトウーラ｣とカティンの森事件
rタルトウーラ｣は上述の通り,国外にいるポーランド人だけではなく国内にいる人々にとっても､
社会 ･文化 ･歴史におけるポーランドというアイデンティティを再確認するための収も重要な雑誌で
あったことには間違いない｡rクJL,トゥーラ｣はパリで発行されたが､唯一ポーランドへ送られた雑誌
であり､特にインテリたちの間で読まれていたO例えば､イエジ･ギエドロイツはクラクフのヤギェ
ウウオ大学付属図番館へ rタルトゥ-ラ｣を送付したと言われており､特別の研究者だけが手に取る
ことができたo当時､共産主我勢力はそこまで検閲しなかった｡さらに､非合法的な経路ではあった
が､一部の一般人の間でも読まれるようになった｡そこから､人々は今まで詳細不明であったカティ
ン事件の事実を知ることができたのである｡
戦後､カティン事件の文献は西側諸国で多く出版されており､その杏評等が rクルトゥーラJが掲
範されている｡国内では事件を口にできない状況下でも､インテリたちによって rクルトウーラ｣が
読まれ､事件に対する西側諸国の動向を知ることができたのであるOまた西側諸国に対しては､たと
えば前項で記した2名が､事件の目撃者としての彼ら自身の体験を rクルトウーラ｣で公表すること
で､カティン事件に対する西側諸国の人々の認識を深めさせる役割を果たした｡
71948年2月24El付､イエソ ギエドロイノからスタニスワフ シフイ7二エビノチへ｡
i1949年12月30日付.シフイ7二エビソチからギエドロイツ-a
′ilJ亡命雑誌 rタルトウ-ラ｣に見るカティンの森gf件と戦後 岡野詩子
6 おわりに
本箱の分析を通じ､次の点が明らかになった
(l)rクJL,トウーラJは､文芸誌でありながら､カティン事件を頻繁に取り上げており､学術的にも
資料的にも価値の高い情報を提供するとともに､自由にこの問題を語ることができる場となってい
たことが,全号をチェックしてカティン事件関連の文献をピックアップすることで改めて確認され
た｡
(2) rタルトウーラJが国内外で影響力を持った理由として､それがポーランドの知性と教葦を代表
する著名な執筆陣に支えられていたこと.国内のポーランド人と亡命ポーランド人の同胞としての
アイデンティティを確認する場として広く認知されていたこと､創設者､編集者の経歴と人脈が雑
誌の性格と質に大きな役割を果たしたこと､ポーランド国内に大患に送り込まれて国内的にも認知
皮が高かったこと､著名な知識人や文化人を推した文芸誌というスタンスを崩さなかったことによ
り､単なる反共宣伝の政治雑誌に陥らず､ポーランド人の知性と不屈の意思の発露というレベルで
の謙論を維持することができたこと,等をあげることができる｡
(3)rタルトウ-ラJでは度々カティン事件の記臥 文献を取り上げているが､年代別に見ると､80年
代が一番多く､10本の記事が掲載されているCそしてその中で､特に1989年に集中している｡この
ことは､国内の政治動向､国民運動と密接に連動していたことを示している｡
(JI) rクルトウーラJに掲載されたカティンiTl件についての記串の多くは,筆者自身の回顧録やむ評で
あった.昏評は､西側で発行された資料や文献になかなかふれることのできないポーランド国内の
人々にとって,外国の研究の一端を知る貸重な惰報源でもあった｡
(5) El内の地下出版での議論が､カティン事件の詳細や虐殺された将校の特定などに関心を向けてい
くのに対し､rタルトゥ-ラ｣誌上での議論は､西側の研究動向を伝える､西側政府がこの間題を政
治的に処理しようとしたときそれを批判する､現代の国際関係史の中でこの間題をとらえようとす
る努力がなされた､等の点で特徴が見られた｡
(6)rタルトゥ-ラJは､国内では公表することが難しい体験者の回想録や､事件の真相に迫る宰直な
意見を掲載しており､この事件を解明しようと努力すると同時に､事件を風化させず世界に訴え説
けるという大きな役割を果たした｡
文献一覧
rタルトウーラjに掲載された文献
Anonymr1978】.WLdomoKatynia(｢カティンの亡霊｣)I.HEL/LtITO.ParyzTnstytutLlteraCkl.Nr9.pp
71-73
Bro氏skI.Maclej(pseudノwfa主cSkalmowskLWojcleCh)(7'ロンスキ ユゼフーペンネーム/ 本名
スカルモ7スキ.ヴオイチェフ)【1985】RecenzJa(沓評) ●PamLqeZbrodnHwybora乏nla(｢犯罪
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の記憶 と想像力｣) odoJewski.WTodzlmlerZ(オ ドイエフスキ.ヴオジミェシュ)[1984]
Zabezj･leCZanleS'lGd6W(Paryz)'.Ku/turn(rタルトウ-ラJ).paryzlnstytutLlteraCkl.Nr10,pp
131-132
Czapskl.J6zef(チャブスキ,ユゼフ)【1956]'KatytHOdwlz(｢カティンと雪解け｣)I.KIL/lzLra.Paryz
lnstytutLlteraCkl,Nr4.pp3-8.
- 1962】●Zn6wKatyil(｢カティン再論｣).KulLYa.ParyzlnstytutLlteraCki,Nr3.pp6-7
- [1976l'TaklSkrawekobcegopola(｢他人の農地の一片の土地｣)I.Ku/lure.Paryzlnstytut
LlteraCki,Nrll,pp122-125
- [19661Recenzja(沓評) 一PodplerWSZymWraZentem (｢第一印象を持って｣)Montfort.H
de(モンフォール.Hde)1966LLemassacredeKaLyn(Par)S)-.KIL/tzLra.ParyzlnstytutLlteraCkl.
Nr10.pp132-135
- 1964】`LISlydoRedahcjL(｢編集部への手枕｣)1.KultzLra.ParyzlnstytutLlterackJ,Nr7-8.
pp237
Gostowskl.Stanislaw (ゴスト7スキ.スタニスワ7)1965J■Week-end(｢週末｣)I,KulhLra.Paryz
lnstytutLlerackl.Nr3.pp79187
Grela.FrancJSZek(グレラ.フランナシェック)【1989l'Wrzesleh1939,Staroblelsk(｢1939年9月ス
タロビエルスク｣)I.Ku/tLra.ParyzlnstytutLlteraCkl.Nr6pp125-130
Jasle六czyk.Janusz(ヤシンナク.ヤヌシュ)L1955lRecenzJa(沓評) 一台wladectwokleskl(｢敗北の
証拠｣) Goetel,Ferdynand(ゴエ テル.F)【19551CzGSy100jNJ･(Londyn).KILl/〟ra.Paryz
lnstytutLletaCkl.Nr7-8.pp208-210
Kiclhskl.Zygmunt(キチンスキ.ズィグムント)19701`KatyiL(｢カティン｣)●.Kulurq.Paryzlnstytut
LlteraCkl.Nr6.pp5-6
KomarnlCkl.Tytus(コマルニッキ,ティトゥス)【1948L`PrawoNorymberskle(｢ニュルンベルク法｣)
Ku/turd.ParyzlnstytutLLteraCkl.Nr14pp30-44
KomltetSamoobronySpoleeznehKORM19801●0畠wladczenleWSpraWyKatynLa(｢カティンに関す
る声明｣)■,KILltura.ParyzlnstytutLlteraCkl‥Nr5,pp67-68
Krzemuskl,Ludwlk(クジェムスキ,ルドヴイク)r1949】N`amarglneSlePrOCeS6wnorymbersklCh
(｢ニュルンベルク裁判余話｣)I.KILLIL7･a.ParyzlnstytutLlteraCkl.NrI.pp115-129
Lebledz】ewskHerzy(レビエジェフスキ,イエジ)【1950jRecenzJa(昏評) LLStakatyhska(｢カティ
ンのリスト｣)MoszyhskJAdam (モシンスキ.アダム)19491LISLaKaEyl…skq-JelきC),oboZdw
Kozlelsk,Staroblelsh,Ostaszh6wzaglme71eWRosjlSoluleC々IeJ(Londyn)I.KILIlu7･O.Paryz
lnstytutLlteraCktNr2-3.pp213-218
Marek.Krystyna(マレック.クリスティーナ)L1989】●Okonsekwenc)achprawnychKatyma(｢カ
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ティンの法的帰結｣)●KLlELra.ParyzInstytutLlteraCkL.Nr6pp117-125
SlemaSZko.ZblgnleWS (シエマシュコ.ズビダニェ7S)119707`RozmowazGerLeralemAndersem
wdnlu311LPCa1967rok(｢1967年7月31日のアンデルス将軍との談話｣)'KzLturuParyz
lnstytutLlteraCkl.Nr7-8.pp26-39
skarzytlSkl.KazlmlerZ(スカルジンスも カジミエシュ)【1951]-KatyhLPolsklCzerwonyKrzyz(｢カ
ティンとポーランド赤十字｣)●.KTE/turd.ParyzrnstytutLlteraCklNr5,pp127-141
swlanLe､VIC乙StanlSIaw (シフイアニエビノチ.スタニスワフ)【19891Recenz)a(智評) ▲WznowlerLle
sprawyKalynla(｢カティン問題再論｣)畠W】atek.RoTnuald(シフイオンテック.ロムアルド)
[1962)TheKaty7盲Forest(London)I,Kultura,ParyzlnstytutLlteraCkL.Nr3.pp146･149
wraga,Ryszard(pseud/wla畠cNleZbrzyckl.Jerzy)(ヴラガ リシャルド-ペンネーム/本名 ニ
エズブシツキ.イェジ)11949IRecenzJa-Zbrodma(｢犯罪｣)AnonymL1948lZbrodnlakaly7夏ska
ws'wleLedohumelLo,u'zf･rzedmowqWladyS/OwqAlde7･Sa(Londyn)'KulEli7･仇Paryzlnstytut
LlteraCkl,∫8,pp133-140
- 【1947】RecenzJa(暫評) ●PrzymusowapracawRosJlSowleCkleJ(｢犯罪｣)Da11nDavld
J..NJkolaewsky.BorlSI(ダ-リン.ダヴイノドJ.こコラエフスキィ.ポリスJ)【1947]Foyced
LaborけISol)letRussia(NewHeaven)I,KuLu ra.ParyzInstytutLlteraCkl.Nr2-3,pp135･144
Zamorskl.KazlmlerZ(ザモルス+.カジミエシュ)L1951J'KatyiL(｢カティン｣)I.KuLtuTa,Paryz
lnstytutL)terackl.Nr10.pp144-148
- [19661RecenzJaO`KatymurealStyCZnle(｢カティンについて現実的に｣)WLttln.Tadeusz
(ヴイノトリン.タデウシュ)【19657TLmeSlobJ)edat630theu71tOldstoryofKqtyTlmassacre
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